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(百万円未満切捨て)
１．平成27年３月期第３四半期の連結業績（平成26年４月１日～平成26年12月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

営業収益 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

27年３月期第３四半期 92,371 1.8 3,580 45.5 3,897 47.4 2,597 49.8

26年３月期第３四半期 90,695 3.2 2,461 △2.8 2,643 △4.0 1,733 4.1
(注) 包括利益 27年３月期第３四半期 3,205百万円( 61.3％) 26年３月期第３四半期 1,987百万円( 21.2％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

27年３月期第３四半期 28.63 －

26年３月期第３四半期 19.10 －
　

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

27年３月期第３四半期 120,280 52,575 43.6

26年３月期 117,149 49,292 42.0
(参考) 自己資本 27年３月期第３四半期 52,474百万円 26年３月期 49,182百万円
　

　

　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

26年３月期 － 2.00 － 2.50 4.50

27年３月期 － 2.50 －

27年３月期(予想) 2.50 5.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　

　

　

３．平成27年３月期の連結業績予想（平成26年４月１日～平成27年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

営業収益 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 123,500 2.0 4,000 23.4 4,400 24.7 3,200 35.0 35.26
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規 ―社（社名） ― 、除外 ―社（社名） ―
　

　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
　

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

（注）詳細は添付資料４ページ「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項（３）会計方針の変更・会計上の見積り
の変更・修正再表示」をご覧ください。

　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 27年３月期３Ｑ 97,610,118株 26年３月期 97,610,118株

② 期末自己株式数 27年３月期３Ｑ 6,887,681株 26年３月期 6,872,859株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 27年３月期３Ｑ 90,733,171株 26年３月期３Ｑ 90,750,660株

　
　

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示
　この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続きの対象外であります。この四半期決算短信
の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期連結財務諸表のレビュー手続きが実施中です。

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判
断する一定の条件に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前
提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料３ページ「連結業績予想などの将
来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間(平成26年４月１日～平成26年12月31日、以下「当第３四半期」という。)におけるわ

が国の経済は、消費税率引き上げや天候不順などによる影響もあり個人消費が低迷する一方で、円安に大幅な原油

安も加わり、企業の収益環境が好転したことなどから、景気は緩やかな回復基調で推移したものと見られます。

物流業界におきましても、消費増税の影響を受けて消費関連や建設関連をはじめ幅広い分野で物流需要が低迷し、

原油価格の下落から燃料価格は値下げ傾向を見せているものの、トラックドライバー不足の深刻化に伴う外注費の

上昇、受注獲得に向けた業者間の競争激化など、依然として厳しい経営環境が継続しております。

そのような中、当社グループは最終年度を迎えた「中期経営計画」(平成24年4月1日～平成27年3月31日)における

成長戦略の一層の進展をはかり、業績目標の達成に向け邁進しております。

また、貨物自動車運送事業及び貨物利用運送事業において、新規顧客拡販・既存顧客深耕による安定的収益の確

保、適正運賃収受などに取組むとともに、重点とする３ＰＬ（サードパーティ・ロジスティクス）事業をはじめと

する関連事業の業容拡大につとめました。

その結果、当社グループの当第３四半期の経営成績は、営業収益において92,371百万円と、前年同四半期に比べ

1,675百万円(1.8%)の増収となりました。

利益面におきましては、「中期経営計画」における「事業構造改革」の進展、運賃・料金単価の改善などの収益力

強化により下払料の高騰・原材料価格の上昇などコストアップ要因の吸収をはかり、営業利益は3,580百万円と前年

同四半期に比べ1,119百万円(45.5%)の増益となりました。

また、経常利益は3,897百万円となり、前年同四半期に比べ1,253百万円(47.4%)の増益となりました。

四半期純利益は2,597百万円を計上し、前年同四半期に比べ863百万円(49.8%)の増益となりました。

セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

なお、以下におけるセグメント利益は営業利益ベースの数値であります。

①物流関連事業

　当第３四半期における物流関連事業は、貨物自動車運送事業及び貨物利用運送事業、３ＰＬ(サードパーティ・ロ

ジスティクス)事業における顧客の物流合理化ニーズや調達物流をはじめとする提案営業の強化、運賃・料金契約の

見直しなどにつとめたことにより、営業収益は84,955百万円と前年同四半期に比べ2,001百万円(2.4%)の増収となり

ました。

　セグメント利益は、事業構造改革の進展、運賃・料金水準の改善などにより、下払料をはじめとする外注費など

のコストアップ要因の吸収をして2,990百万円を計上、前年同四半期に比べ1,048百万円(54.0%)の増益となりまし

た。

②情報処理事業

情報処理事業における営業収益は既存顧客の深耕拡大などもあり2,108百万円で、前年同四半期に比べ98百万円

(4.9%)の増収となりました。

セグメント利益は153百万円を計上し、前年同四半期に比べ11百万円(8.2%)の増益となりました。

③販売事業

物品販売ならびに委託売買業、損害保険代理業等の販売事業における営業収益は4,787百万円と前年同四半期に比

べ389百万円(7.5%)の減収となりました。

セグメント利益も285百万円で前年同四半期に比べ21百万円(7.0%)の減益となりました。

その他では、自動車修理業、ダイレクトメール業等で営業収益520百万円を計上しましたが、前年同四半期に比べ

34百万円(6.3%)の減収となりました。

セグメント利益は88百万円で、前年同四半期に比べ27百万円(44.8%)の増益となりました。

（２）財政状態に関する説明

総資産は120,280百万円となり、前連結会計年度に比べ3,130百万円(2.7%)増加しました。これは主として流動

資産で現金及び預金が429百万円、固定資産で建物及び構築物が423百万円、投資その他の資産で投資有価証券が
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1,045百万円それぞれ増加したことなどによります。

負債は67,705百万円となり、前連結会計年度に比べ151百万円(0.2%)減少しました。これは主として流動負債で

短期借入金が2,137百万円、１年以内返済予定の長期借入金が2,292百万円、それぞれ減少した一方で、長期借入

金が3,078百万円増加したことなどによります。

純資産は52,575百万円となり、前連結会計年度に比べ3,282百万円(6.7%)増加しました。これは主として四半期

純利益を計上するなどして利益剰余金が2,695百万円増加したことなどによります。

以上により、自己資本比率は前連結会計年度の42.0％から43.6％となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

今後の国内経済は、雇用・所得の改善傾向が続く中で個人消費が緩やかに回復し、企業の生産活動も持ち直し

ていくものと考えられます。

物流業界におきましても、こうした動きの中で貨物輸送量も回復してくるものと考えられますが、人手不足の

深刻化や外注費の高騰など不安要因も継続し、依然として厳しい経営環境が続くものとみられます。

当社グループは中期経営３ヶ年計画の最終年度として、重点取組み骨子のひとつでもある「事業構造改革」の

着実な進展に邁進しております。

また、昨年７月の菱星物流株式会社の子会社化により、新たな物流サービスの展開、新規顧客の開拓を進める

とともに、パートナー輸送企業との連携強化による共同配送・共同運行の実施、資本業務提携によるエリア配送

業務の強化などの事業展開を推進しております。

このような環境の中、当社グループは「事業構造改革」の一層の進展をはかり、本年４月からの新・中期３ヶ

年計画の初年度スタートに向けて、当期業績目標を上回る業容拡大に邁進してまいります。

平成27年３月期通期の業績予想につきましては、現時点では平成26年11月７日に公表しました業績予想に変更

はありません。

　今後の見通しにつきましては引き続き検討を行い、必要が生じた場合は速やかに開示する予定であります。
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（会計方針の変更）

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」という。）及

び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下「退職給付適用

指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた定めについて第１四

半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見込額の期間帰属方法を期

間定額基準から給付算定式基準へ変更するとともに、割引率の決定方法を従業員の平均残存勤務期間に基づき決定す

る方法から退職給付の支払見込期間及び支払見込期間ごとの金額を反映した単一の加重平均割引率を使用する方法へ

変更しました。

退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第３四半期

連結累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加減してお

ります。

この結果、当第３四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る負債が854百万円減少し、利益剰余金が551百万円増

加しております。なお、当該変更に伴う損益に与える影響は軽微であります。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成26年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 9,297 9,726

受取手形 3,458 3,517

営業未収入金 17,854 18,095

たな卸資産 613 635

繰延税金資産 567 458

その他 2,487 2,292

貸倒引当金 △75 △71

流動資産合計 34,204 34,655

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 21,061 21,485

機械装置及び運搬具（純額） 2,134 2,307

土地 40,686 40,766

その他（純額） 6,955 7,914

有形固定資産合計 70,837 72,473

無形固定資産

のれん 14 11

その他 766 739

無形固定資産合計 780 751

投資その他の資産

投資有価証券 6,911 7,956

破産更生債権等 158 138

その他 4,789 4,835

貸倒引当金 △532 △531

投資その他の資産合計 11,327 12,399

固定資産合計 82,945 85,625

資産合計 117,149 120,280
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成26年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形 958 1,109

営業未払金 10,815 10,254

短期借入金 12,940 10,802

1年内返済予定の長期借入金 3,568 1,276

未払法人税等 870 372

未払消費税等 496 1,379

賞与引当金 918 323

その他 6,911 8,763

流動負債合計 37,480 34,281

固定負債

社債 5,000 5,000

長期借入金 3,111 6,190

再評価に係る繰延税金負債 4,534 4,534

役員退職慰労引当金 113 123

退職給付に係る負債 9,030 7,659

負ののれん 76 19

繰延税金負債 631 1,482

その他 7,877 8,413

固定負債合計 30,376 33,424

負債合計 67,857 67,705

純資産の部

株主資本

資本金 14,182 14,182

資本剰余金 11,682 11,682

利益剰余金 18,724 21,419

自己株式 △2,021 △2,025

株主資本合計 42,567 45,258

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,040 1,559

土地再評価差額金 6,035 6,035

退職給付に係る調整累計額 △461 △378

その他の包括利益累計額合計 6,614 7,215

少数株主持分 110 100

純資産合計 49,292 52,575

負債純資産合計 117,149 120,280
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

営業収益 90,695 92,371

営業原価 83,514 84,363

営業総利益 7,180 8,007

販売費及び一般管理費 4,719 4,426

営業利益 2,461 3,580

営業外収益

受取利息 131 141

受取配当金 104 119

受取家賃 73 73

負ののれん償却額 57 57

持分法による投資利益 53 57

その他 148 174

営業外収益合計 569 624

営業外費用

支払利息 285 216

その他 101 92

営業外費用合計 386 308

経常利益 2,643 3,897

特別利益

固定資産売却益 179 105

負ののれん発生益 － 98

賃貸借契約解約益 87 －

その他 7 7

特別利益合計 275 211

特別損失

固定資産売却損 12 10

固定資産除却損 54 56

投資有価証券評価損 1 0

関係会社株式評価損 － 39

ゴルフ会員権評価損 18 2

災害による損失 12 2

その他 28 11

特別損失合計 127 121

税金等調整前四半期純利益 2,791 3,987

法人税、住民税及び事業税 673 1,020

法人税等調整額 380 362

法人税等合計 1,053 1,382

少数株主損益調整前四半期純利益 1,737 2,604

少数株主利益 3 7

四半期純利益 1,733 2,597
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 1,737 2,604

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 249 516

退職給付に係る調整額 － 82

持分法適用会社に対する持分相当額 0 2

その他の包括利益合計 250 601

四半期包括利益 1,987 3,205

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,983 3,198

少数株主に係る四半期包括利益 3 7

決算短信 （宝印刷）  2015年02月03日 09時09分 10ページ （Tess 1.40 20131220_01）



トナミホールディングス株式会社(9070) 平成27年３月期 第３四半期決算短信

9

（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年12月31日)

１．報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
その他
注１

合計
調整額
注２

四半期連結
損益計算書
計上額
注３

物流関連
事業

情報処理
事業

販売
事業

計

営業収益

外部顧客に対する営業収益 82,953 2,009 5,177 90,140 555 90,695 ― 90,695

セグメント間の内部
　営業収益又は振替高

26 212 3,872 4,111 554 4,666 △4,666 ―

計 82,980 2,222 9,049 94,252 1,109 95,362 △4,666 90,695

セグメント利益 1,941 142 306 2,390 60 2,451 10 2,461

(注）１ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、自動車修理業、ダイレクトメール

業等を含んでおります。

２ セグメント利益の調整額10百万円にはセグメント間消去542百万円と各報告セグメントに配分していない全

社費用△532百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない財務諸表提出会社

の費用です。

３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日)

１．報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
その他
注１

合計
調整額
注２

四半期連結
損益計算書
計上額
注３

物流関連
事業

情報処理
事業

販売
事業

計

営業収益

外部顧客に対する営業収益 84,955 2,108 4,787 91,850 520 92,371 ― 92,371

セグメント間の内部
　営業収益又は振替高

25 217 3,724 3,967 235 4,202 △4,202 ―

計 84,980 2,325 8,511 95,817 756 96,573 △4,202 92,371

セグメント利益 2,990 153 285 3,429 88 3,517 63 3,580

(注）１ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、自動車修理業、ダイレクトメール

業等を含んでおります。

２ セグメント利益の調整額63百万円にはセグメント間消去593百万円と各報告セグメントに配分していない全

社費用△530百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない財務諸表提出会社

の費用です。

３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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４．補足情報

事業別営業収益明細表

（単位：百万円）

事 業 別

前第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

増 減

営業収益 構成比 営業収益 構成比 金額 増減率

% % %

物流関連事業 (82,953) (91.5) (84,955) (92.0) (2,001) (2.4)

貨物自動車運送事業
及び貨物利用運送事業

63,798 70.4 64,814 70.2 1,015 1.6

倉庫事業 15,143 16.7 15,814 17.1 671 4.4

港湾運送事業 4,011 4.4 4,326 4.7 314 7.8

情報処理事業 (2,009) (2.2) (2,108) (2.3) (98) (4.9)

販売事業 (5,177) (5.7) (4,787) (5.2) (△389) (△7.5)

その他 (555) (0.6) (520) (0.5) (△34) (△6.3)

　合 計 90,695 100.0 92,371 100.0 1,675 1.8

（注）その他欄には、自動車修理業、ダイレクトメール業、その他事業の各収入を含めて表示しております。
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